
◆備蓄品について、家族で話し合い感想を書きましょう。◆家族の避難先について、家族で話し合い感想を書きましょう。

災害用伝言板サービス
　災害発生時などは、携帯電話を利用して安否情報を登

録でき、家族や友人の安否情報を携帯電話やパソコンか

らも確認できます。お持ちの携帯電話会社にサービス方

法を確認してください。
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○災害用伝言ダイヤルの使い方を家族全員で、
覚えておきましょう。
　また、張り紙で知らせるのも一つの方法です。
　さらに、助けが必要な家族がいるならあなたが
助けに行く心構えをしておきましょう。

電話番号
（×××）×××‒××××

にダイヤル1 7 1

録音の場合 1

ガイダンスに従う

伝言の録音方法

電話番号
（×××）×××‒××××

にダイヤル1 7 1

再生の場合 2

ガイダンスに従う

伝言の再生方法

家族 主な居場所と避難先
例）

父

平日昼間
勤務先（○○事務所）→

勤務先のビル

平日朝夕 電車の中 → 車掌の指示に従う 災害用伝言ダイヤル（１７１）で
避難先を伝える。

交通機関が復旧するまで待機する。

時間帯 避難後

家族の避難先を知って、連絡を取る
　家族がそれぞれ異なる場所にいるときに地震が起きた場合、誰がどこに避難するか決
めておき、情報を共有していれば、家族が再会しやすくなります。
　家族でどこに避難するか、話し合ってみましょう。

備蓄品の種類と量、場所を確認する
　過去の地震では、避難所に行っても物資が不足していることがありました。
　1週間、家族が生き延びるためにはどうするべきでしょうか。

持ち出しますか、
後で取りに来ますか。
避難の邪魔にならない分だけ
持つようにするのが原則です。

大人は1日3ℓ必要。
特に夏場は重要。
一方で重さに注意。

軽量で、カロリーが高く、水や火を
使わなくても食べられる物が良
い。

清潔さを保つ下着の替えのほか、
タオル、季節や天候によって、雨具
や防寒具も必要。

身を守る物、薬品、懐中電灯、情報
入手手段、トイレ用品など、必要な
物は多種類あります。

水

食

　料

衣
類

日
用
品

○あなたの家では、どれだけ
　飲料水を用意していますか。

○あなたの家で、必要な
　量はどれだけですか。

○あなたの家で、必要な
　量はどれだけですか。

○あなたの家で、必要な
　量はどれだけですか。

○あなたの家では、どれだけ
　食料を用意していますか。

○上記の品物を組み合わせて、家族の避難の負担と
　ならないよう、重さや大きさを考えて、最初に持
　ち出す物を決めてください。
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○真冬の雨の日に地震が起
きたら、何を持って行き
ますか。

○あなたの家では、非常用
として持ち出す物はあり
ますか。

○左記の物は、家のど
こにありますか。
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